
全国都道府県教育委員会に対する調査のまとめ 

１ 調査の概要 

  目的 公立中高一貫教育校の最新の設置状況、設置のねらい、設置しない理由、成果と 
     課題等を把握し、本県における併設型中高一貫教育校設置の検討に資する。 
  時期 平成２４年９月 
  対象 各都道府県教育委員会（回収率１００％） 
  主な質問  ・連携型、併設型、中等教育学校の設置状況 
        ・併設型、中等教育学校を設置したねらい、設置しない理由 
        ・併設型、中等教育学校にる中高一貫教育の成果と課題 
 
２ 結果のまとめ 

（１）設置状況 

 ・公立の併設型中高一貫教育校は７５校 
 ・公立の併設型中高一貫教育校もしくは中等教育学校を設置していない都道府県 
    山形県、富山県、福井県、岐阜県、愛知県、三重県、奈良県、鳥取県、島根県 
                           国立あり        国立あり 

 ・県立の併設型中高一貫教育校の設置計画がある県 
    山形県  平成２８年度に併設型を設置予定 
    このほかに、２県が併設型の設置を検討中 
 
（２）併設型、中等教育学校を設置したねらい（複数回答）  
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（１）中等教育の多様化、複線化

（２）児童・生徒、保護者の選択肢の拡大

（３）高等学校の再編の一環

（４）６年一貫教育による教育水準の向上

（５）公立学校の活性化

（６）県外の学校、私立学校への生徒流出防止

（７）その他

併設型、中等教育学校を設置したねらい

 

【資料Ｎｏ．３】 



（３）併設型、中等教育学校における中高一貫教育の成果（複数回答） 
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（１）６年間にわたる教育活動全体にゆとりが生まれた。

（２）６年間にわたる見守りにより生徒指導面で成果

（３）異年齢交流により生徒の社会性・人間性が育った。

（４）学力の定着・向上で成果が上がった。

（５）生徒の進路希望の達成面で成果が上がった。

（６）教職員の意識改革が進み、指導力が向上した。

（７）保護者の満足度が高まった。

（８）その他

併設型、中等教育学校における中高一貫教育の成果

 

（４）併設型、中等教育学校における中高一貫教育の課題（複数回答） 
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（１）高校入試がないことにより学習意欲の停滞

（２）生徒間の学力差、個に応じた指導が必要

（３）人間関係が固定化、り生徒指導面で課題

（４）不適応、不登校の生徒に対する支援

（５）教職員の負担増、多忙化

（６）地域の中学校の活力低下

（７）小学生の進学塾通いが増加している。

（８）その他

併設型、中等教育学校における中高一貫教育の課題

 

 


